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広
報
は
や
ま
3
月
号

こ
の
う
ち
、
約
七
割
が
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
も

の
で
す
。
ま
た
、
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の

半
数
以
上
が
、
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
で
あ

り
、
今
後
、
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
死
者
数

の
増
加
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、時
間
帯
別
で
は
二
二
時
か
ら
六
時
ま

で
の
就
寝
時
間
帯
に
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

◆
住
宅
火
災
の
現
状

　

近
年
、
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
数
は
増

加
傾
向
に
あ
り
、
デ
ー
タ
の
存
在
す
る
昭
和

五
四
年
以
降
最
多
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
住
宅
防
火

い
の
ち
を
守
る　

七
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　

〜
三
つ
の
習
慣
・
四
つ
の
ポ
イ
ン
ト
〜

　

三
つ
の
習
慣

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離

れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き

は
、
必
ず
火
を
消
す
。

　

四
つ
の
対
策

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
設
置
す
る
。

○
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め

に
、
防
炎
製
品
を
使
用
す
る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住

宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る

た
め
に
、隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

◆
全
て
の
住
宅
に
火
災
警
報

器
等
の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

近
年
の
住
宅
火
災
に
お
け
る
死
者
の
増
加

等
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
消
防
法
が
改
正
さ

れ
、
全
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受

け
て
町
火
災
予
防
条
例
を
改
正
し
、
設
置
・

　

三
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
の
七
日
間
、
全
国
一
斉
に
春
の
火
災
予
防
運
動
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
防
火
防
災
に

関
す
る
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
火
災
の
発
生
・
拡
大
を
防
止
し
、
尊
い

生
命
と
貴
重
な
財
産
を
守
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
運
動
を
契

機
に
、
日
ご
ろ
忘
れ
が
ち
な
火
災
に
対
す
る
防
火
意
識
を
思
い
起
こ
し
、
住
民
・
事
業
所
・

消
防
機
関
が
一
体
と
な
っ
て
火
災
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。
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全
国
春
季
火
災
予
防
運
動

三
月
一
日（
水
）〜
七
日（
火
）ま
で

維
持
の
基
準
等
を
定
め
ま
し
た
。
ご
家
庭
に

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
早
期
に
設
置
し
家
族

の
大
切
な『
命
』と『
財
産
』
を
守
り
ま
し
ょ

う
。（
設
置
基
準
等
詳
細
に
つ
い
て
は
追
っ

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

い
つ
か
ら
？

　

新
築
住
宅
に
つ
い
て
は
、
今
年
六
月
一
日

か
ら
で
す
。

　

既
存
住
宅
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
三
年
五

月
三
一
日
ま
で
に
設
置
が
必
要
で
す
。

対
象
と
な
る
住
宅
は
？

　

戸
建
住
宅
、
店
舗
併
用
住
宅
、
共
同
住
宅

（
マ
ン
シ
ョ
ン
・
ア
パ
ー
ト
・
寄
宿
舎
）
な

ど
、
全
て
の
住
宅
が
対
象
で
す
。（
す
で
に

消
防
法
に
よ
り
自
動
火
災
報
知
設
備
等
が
設

置
さ
れ
て
い
る
住
宅
は
対
象
外
）
寝
室
・
廊

下
・
階
段
・
台
所
等
に
設
置
が
必
要
で
す
。

悪
質
な
訪
問
販
売
に
ご
注
意
！

　

火
災
警
報
器
の
設
置
義
務
化
を
契
機
と
し

て
強
引
な
訪
問
販
売
が
増
え
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。不
適
切
な
価
格（
市
場
価
格
を
超

え
る
高
額
な
価
格
）に
よ
る
販
売
や「
消
防
署

か
ら
取
り
付
け
に
来
た
」「
こ
の
住
宅
用
火
災

警
報
器
で
な
い
と
だ
め
」な
ど
と
、強
引
に
購

入
を
勧
め
る
業
者
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

消
防
職
員
が
住
宅
等
を
訪
問
し
て
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
販
売
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ

り
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

消
防
本
部　
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二
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全
国
統
一
防
火
標
語

『
あ
な
た
で
す　
火
の
あ
る
く
ら
し
の　
見
は
り
役
』

全
国
山
火
事
予
防
統
一
標
語

　
　
　
　
『
火
の
用
心　
森
の
恵
み
を　
未
来
ま
で
』



５

お
知
ら
せ

　

近
年
、
建
築
基
準
法
に
定
め
る
建
築
物
の

高
さ
の
算
定
方
法
（
い
わ
ゆ
る
平
均
地
盤
面

か
ら
の
高
さ
）や
、平
成
六
年
と
平
成
九
年
に

緩
和
さ
れ
た
容
積
率
の
算
定
方
法
を
最
大
限

に
利
用
し
た
、
合
法
的
な
高
層
建
築
物
に
よ

る
住
環
境
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
意
見
募
集
す
る
条
例
案
は
、「
ま
ち

づ
く
り
審
議
会
」
に
お
い
て
専
門
的
な
検
討

を
行
い
作
成
し
た
も
の
で
す
が
、葉
山
の
優
れ
た

住
環
境
を
よ
り
万
全
な
も
の
と
す
る
た
め
、

皆
さ
ん
の
積
極
的
な
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

　

な
お
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
と
、

そ
れ
に
対
す
る
町
の
考
え
は
四
月
下
旬
頃
、

都
市
計
画
課
と
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し

ま
す
。

募
集
期
間

三
月
二
日（
木
）〜
二
二
日（
水
）ま
で

ご
意
見
は
、
ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ

メ
ー
ル
、
封
書
な
ど
で
お
願
い
し
ま
す
。
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問
合
せ　

都
市
計
画
課　

�
内
線
三
五
三

倍
を
超
え
な
い
増
築
（
昇
降
機
塔
等
は
階

数
の
限
度
を
超
え
な
い
階
の
屋
上
に
限
る
）

■
罰　

則

　
　

万
円
以
下
の
罰
金

５０
■
制
限
の
例

　
（　

ｍ
地
区
・
４
階
）

１２
�地

盤
面
の
位
置
は
、
建
築
物
が
地
面
と

接
す
る
最
も
低
い
位
置
と
す
る

■
対
象
建
築
物

建
築
物
と
地
面
が
接
す
る
位
置
の
高
低
差

が
３
ｍ
以
内
で
あ
る
一
戸
建
て
の
住
宅
を

除
く
建
築
物

■
対
象
地
域

　

近
隣
商
業
地
域
を
除
く
市
街
化
区
域

■
容
積
率
に
よ
る
ボ
リ
ュ
ー
ム
制
限
の
例

＊
下
図
は
イ
メ
ー
ジ
で
あ
り
、
実
際
は
、
建

築
基
準
法
に
定
め
る
他
の
規
定
と
の
関
係

で
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

地
盤
面
の
位
置
の
案

　

町
で
は
、
こ
う
し
た
建
築
物
に
適
切
に
対

応
す
る
た
め
、建
築
物
の
階
数
の
制
限
及
び
容

積
率
の
算
定
に
用
い
る
地
盤
面
の
設
定
に
関

す
る
条
例
案
を
今
年
の
第
二
回
定
例
会（
六

月
議
会
）へ
提
案
す
る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

�

　

階
数
は
建
築
物
と
地
面
が
接
す
る
最
下
位

か
ら
の
階
数
と
す
る

■
対
象
建
築
物

　

全
て
の
建
築
物

■
適
用
の
除
外

・
建
築
基
準
法
で
、
別
に
定
め
る
許
可
を
受

け
た
建
築
物

・
大
規
模
な
修
繕
又
は
模
様
替

・
階
数
の
限
度
内
で
、か
つ
、床
面
積
１
・
２

階
数
制
限
の
案

第
一
種
低
層
住
居
専
用
地
域

（
建
築
物
高
の
限
度　

ｍ
地
域
）

１０

第
一
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域

第
二
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域

第
一
種
住
居
地
域

（
建
築
物
高
の
限
度　

ｍ
地
域
）

１２

３
階

４
階

現
在
の
建
築
基
準
法
で
は
、
建
築
物
と
地

面
の
接
す
る
高
低
差
３
メ
ー
ト
ル
ご
と
に

設
定
さ
れ
る
地
盤
面
か
ら
建
築
物
の
高
さ

が
算
定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
住
宅
の
用
途

に
供
す
る
地
階
で
天
井
が
地
盤
面
か
ら
１

ｍ
以
下
に
あ
る
も
の
は
容
積
率
が
緩
和

（
１
／
３
ま
で
）
さ
れ
ま
す
。

条
例
案
に
対
す
る
意
見
募
集

斜
面
物
地
建
築

の
制
限

物




